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県内キャラバンは１０月５日～７日実

施、県と議会、２４市町村と議会、労働局

と４監督署、国交省徳島事務所への要請を

行いました。 

 各要請先では「じん肺根絶を」と３０年

間続けてきたことで自治体や議会からの意

見書が多く寄せられたこと、トンネルじん

肺では粉じん防止対策等が国や業界ですす

み、６月にガイドラインが改定され来年春

施行されること、裁判では被告企業との間

で統一和解ルールに則って早期の解決すす

んでいることなど最近の成果を示しなが

ら、まだ実現していないトンネル工事にお

ける労働時間の短縮の徹底と「基金制度」

の創設を訴えました。 

 アスベスト問題では、県内でも近年、建

物の老朽化がすすんでおりこれまで以上に

解体や、改修工事が必要となってくるなか、

アスベストの飛散防止対策等が重要となっ

てくること。県内での労災認定数が全国と

比べて極端に低いことを示し、その原因が

医療機関・医師不足にあることを指摘し、

医療機関の充実と医師の養成を強く訴えま

した。 

 

 

 

労働局では１０月３日に労働局長らが東

祖谷の落合２号トンネルの安全パトロールを

実施したことから、８労働時間が実施され

ているかと聞くと、「わからない。調べてか

ら後日伝える。」と回答、翌日「個別事案に

は答えできないが、確認したところ、問題

はなく指摘の必要はなかった。」と回答。ア

スベストアナライザーは「県内にはない」、

インフルエンザワクチン接種の費用負担に

関しては「労災保険制度には予防規定がな

いのでできない。」と回答。 

  

 

 

 

↑阿波市で山田さんが議長に要請書を渡す様子。 
今年も各担当部署が大勢で応対。アスベスト使

用建物の解体、工事、調査費用の補助制度につい
て、市は「昨年度より要請を受けて１件２５万円、
４件の予算化を図っている。」と返答。 

 

 

第 31回なくせじん肺キャラバン～職業病の根絶を  

木屋平分会では、一昨年より木屋平内の

全部の建設会社に、「振動病やじん肺にか

からないよう働く人には健康診断をしっ

かりしてほしい、またかかった時には相談

に来てほしい」と一社ずつ拡大ちらしを持

ってまわり、対話を実施してきました。 

１０月３日相談会には対象者１名が参

加、両肘や腰の強い痛みを訴える６０代の

建設業の男性でした。後日石井クリニック

で受診、今後必要な検査を行います。 

 

木屋平で拡大ちらしまき・相談会を実施 
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 ★11月の予定★ 
4   14時 宝田裁判(高松高裁) 

5  10時 第 43回定期大会(池田) 

9   10時 山城集会 

19 10時 貞光集会 

20  13時 徳島集会(内町公民館) 

21  10時 三加茂集会 

21～22    建交労春闘討論集会 

            (静岡・オンライン) 

24  18時 西部診定期協議会 

25 10時 美馬集会 

26 10時  海部集会 

30 15時 徳島健生病院定期協議会 

 

じん肺キャラバン四国集会 オンラインで開催 

10月の報告 
13  いのけん 20回理事会 （井上） 
21  第３回会計監査（池尻、名頃） 
22  じん肺キャラバン東京集会 

（オンライン／井上、山田） 
 

★第４３回定期大会★ 
１１月５日（木）１０時～１２時 池田総合体育館

２階 代議員・大会役員・執行委員さん、

出席よろしくお願いします。 

 

  

 

１０月１５日午後より四国集会をオンラインで開催、４県から２０名が参加しまし

た。四国労災部会の大西部会長より挨拶と基調報告があり、西部診療所の石川長英先生

のメッセージが披露されました。徳島は森下委員長が報告、「３１年目のキャラバンは

一つの節目でもあり、私たちの訴えが少しずつだが届いていると感じました」と述べま

した。どの県もアスベスト予防対策、トンネルじん肺基金制度の実現など訴えたという

報告がありました。高知ではすべての議会の意見書採択まであと 1議会です。 

 

私事ですが、10 月 2 日アスファルトの駐車場
で転んで右肩鎖骨と肋骨を骨折するけがをして
しまいました。皆さんにはご心配をおかけしてい
ます。ギブスも手術も入院もなく、もう一か月に
なるのでリハビリに精を出し早く運転もできる
ようにと思いますが、それにしても痛い！でもが
んばります (井上) 

↑(参加者)西部事務所は森岡孝昭さん、平松国夫さん、藤峰孝志さん、山田正行さん、川原義春さ
ん。徳島事務所では森下芳行さん、美井市郎さん。 

県本部第 22回大会を開催 

１０月１８日午後より徳島市内で建交労県

本部第２２回定期大会を開催、建設山林支部か

らは森下委員長ら３名が、ダンプ・トラック・

保育所・争議中の女性組合員らが代議員として

参加し、２２期の方針を確立しました。山本委

員長(再)ら 11名の役員が選出されました。 

 

↑議長をつとめた藤峰さん。コロナ禍で議長も
大会役員も１名ずつに。間隔も広くあけました。 

 


